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吸着塔スキッド

クロスフローフィルタＡ  Ａ系統の主要機器の据付は完了。

現在、９月８日よりＡ系統における使用前検査を
受検しているが、同系統の一部使用承認を受領次
第、実際のＲＯ濃縮塩水の処理を行い設備状況を
確認する“ホット試験”を開始する予定。

Ｂ・Ｃ系統の主要機器据付作業、建屋屋根・壁施
工についても引き続き実施していく。

増設多核種除去設備の進捗状況および不具合への対策について増設多核種除去設備の進捗状況および不具合への対策について

建屋外観〔平成26年９月５日撮影〕 吸着塔の外観〔平成26年８月15日撮影〕

クロスフローフィルタの外観〔平成26年８月17日撮影〕 画像提供：東京電力株式会社

＜ 参 考 資 料 ＞
平成26年９月11日
東京電力株式会社
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１．ホット試験における不具合への対策

増設多核種除去設備のホット試験＊開始にあたり、以下のような対策を行っている。

ホット試験において予期せぬ不具合が発生した際にも、漏えい発生防止、堰外

への漏えい拡大防止等の設計面、監視強化、手順変更等の運用面および予備品

保有等により、早期対応が実施できるよう対応済み。

また、本設備は、既設の多核種除去設備と同様の設計であり、増設多核種除去

設備で発生することが想定される不具合は、既設の多核種除去設備で確認され

ている不具合と同様のものと考えられるため、既設多核種除去設備のホット試

験で得られた知見を反映している。

＊ホット試験とは、実際のＲＯ濃縮塩水の処理を行う中で、初期性能を確認する
と共に、本格運用への移行時に安定運転が可能となるよう、試運転により発生す
る初期トラブルを洗い出し、対処できるように事前に検証するためのものである。
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２．既設多核種除去設備での不具合を踏まえた安全対策（１）

既設多核種除去設備のホット試験で確認された不具合について大きく７項目の事例と
して抽出しており、これらは予期せぬ不具合などについても、汎用性をもって対応可
能なものと考えている。
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タンクなど機器からの漏えい

・万が一の漏えい発生時においても、堰による漏えい拡大防止を図るとともに、
日々のパトロールや漏えい検出装置により漏えいを検知する。

各種フィルタなどの出口水における放射能濃度の上昇

・サンプルタンクにてサンプリングを実施しタンクエリアに処理水を移送す
ることとしており、汚染拡大防止を図る。

３．既設多核種除去設備での不具合を踏まえた安全対策（２）

ホット試験にて想定される主な不具合とその対応
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＜参 考＞ 今後のスケジュール（増設多核種除去設備）今後のスケジュール（増設多核種除去設備）

 実施計画認可：平成２６年８月２７日

 使用前検査受検（Ａ系統、共通系統）：平成２６年９月８日より受検中

 ホット試験開始（Ａ系統）：使用前検査の一部使用承認を受領し、準備が整い次第

 Ｂ系統・Ｃ系統の使用前検査およびホット試験については順次、実施予定

 本格運転はホット試験における運転確認・除去性能確認やサンプルタンク３基目の設置完了以降

〔平成26年内（12月頃）目標〕

工事進捗などにより、上記工程は変更となる可能性あり。
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＜参 考＞ 系統図

①前処理設備

（炭酸塩沈殿処理） ②多核種除去装置

既設多核種除去設備との違い

ⅰ．前処理設備から鉄共沈処理を削除し吸着塔にて処理を行う

ⅱ．吸着塔を16→18塔に増塔

増設多核種除去設備

※ 全系統同じ構成となります。 以 上


